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 全国学力学習状況調査は、４月に全国の小学校６年生を

対象に行われました。今までは、国語と算数で基礎と活用

問題に分かれていましたが、今年度はそれが一つになりま

した。また、子ども達の生活を含めた学習環境についても

調査がありました。 

 ８月末に結果が届き、

実態や課題を元に職員

で分析しています。そし

て、６年生だけでなく全校の学習指導の重点と改善を行っ

ています。 

全国学力・学習状況調査から 

【概要】 

 国語と算数○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○傾向が続いており、先生達はどんな手立

てを取ろうか模索しています。児童用質問紙を見る

と、「自分には良いところがある(自己肯定感)」「読書

の時間」「学級を良くするために、お互いの良さを生

かしている」「国語の勉強は好き」「学習したことを

生活に生かそうとしている」「地区の行事に参加」な

どのよさがたくさんありました。しかし、「解答の時

間が足りない」「新聞を読む」「問題の解き方をノー

トに取る」などの課題がありました。 

【国語】 

 同音異義語のミスが目立つので、漢字書き取りは漢

字だけでなく、文章や意味も考えさせながら漢字の指

導する時間を増やします。 

 国語の設問は、一昔前の物語文や説明文の読み取り

から出題されることはありません。学級会での意見交

流や社会科・理科の調べ学習を題材にした国語的な設

問が多くなっています。文章だけでなく、いろいろな

状況から、根拠をもって自分の考えを表すことが大切

です。これは、ネット社会の弊害でも言えることです

が、一つの情報だけで簡単に判断してしまうことのな

いように、国語だけでなく社会科(資料活用能力)との関

わりも念頭に置いて国語の指導を工夫していきます。 

【算数】 

 計算問題など単純な四則計算については、技能はあ

ります。しかし、四則の混じった計算式を作る場合、

どうしてかけ算になるのか、割り算になるのかが十分

理解されていませんでした。単に公式に当てはめよう

としているように見られます。どうしてその式になる

のかを理解していない子が多いです。学力調査の設問

では、グラフや表から数値を読み取らせ、式を立てさ

せますが、計算過程を説明する問題は○○○○○○○

○○○○○また、数値は、基準にするものは何かを意

識や理解させて、読み取らせるようにしていきたいで

す。 

＜今後の指導の力点＞ 

 国語と算数共に学力の○○○○○○○○○○○○し

ており、分かる子と分からない子への一斉授業の難し

さを感じています。○○○○○○○○○○○○授業展

開の工夫が重要です。これは、実際に一斉指導を進め

るうえでどのように学習展開をするか難しいことでも

あります。 

 中学校の国語では、物語文や説明文の文章を直接示

した「連続テキスト」、文章の中に図や表、話し合い

等のいろいろな要素が入る「非連続テキスト」を意図

的に学習しています。算数でも、いろいろな要素や

データから考えさせることが生きた学力として考えら

れています。このようなことから、国語でも算数でも

日常生活との関わり、日常生活の中で活かされる学力

が重要です。そのため、日常的な事例を今まで以上に

組み込んでいきたいと考えて

ます。 

 また、家庭学習(宿題)は、

学力向上を補うだけでなく、

家庭での学習する習慣を身に

付けることも大切なので、自

主的な学習も勧めたいと考え

ています。 


